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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 234,728 2.8 3,798 19.8 4,743 18.4 1,455 △4.8

21年12月期第3四半期 228,397 ― 3,171 ― 4,005 ― 1,528 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 5.39 5.38
21年12月期第3四半期 5.65 5.65

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 239,635 100,767 40.8 363.46
21年12月期 256,220 103,624 39.2 371.50

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  97,693百万円 21年12月期  100,415百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
22年12月期 ― 5.00 ―

22年12月期 
（予想）

5.00 10.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 330,000 2.5 10,000 △0.4 10,500 △5.8 5,500 0.6 20.39



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であります。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期連結財務諸表のレビュー手続を実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料で記述している業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した予想であり、経済情勢、競合状況、為替の変動等にかかわるリスク
や不確実性が含まれています。そのため、様々な要因の変化により実際の業績は、上記予想数値とは大きく異なる結果となる可能性があることをご承知
おきください。なお、業績予想に関する事項は、四半期決算短信【添付資料】８ページ「（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P. 9 「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 299,115,346株 21年12月期  299,115,346株

② 期末自己株式数 22年12月期3Q  30,326,590株 21年12月期  28,817,278株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 269,992,666株 21年12月期3Q 270,299,111株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 

当第３四半期（平成22年１月１日～９月30日）のわが国経済は、企業収益の改善や個人消費に持ち直

しの動きがみられましたが、消費者物価の緩やかな下落が続くとともに円高の進行により輸出が伸びな

やむなど、景気回復にかげりがみられました。 

当社グループが主に事業を展開する国内日用消費財業界は、店頭での激しい販売競争が続き、厳しい

事業環境にありました。 

このような環境の中、当社グループは、企業価値の向上を目指し、重点ブランドの育成や新規市場の

開拓に努めるなど成長基盤の強化を図るとともに、製造原価や物流費低減等のコストダウンを推進し、

収益力の向上に取り組んでおります。当第３四半期は、国内では、ファブリックケア、オーラルケア事

業分野で高付加価値新製品を発売するとともに、薬品事業分野では総合感冒薬市場に本格参入いたしま

した。海外では、洗濯用洗剤とオーラルケア事業分野を中心に各国共通ブランドおよび各国の独自ブ

ランドの育成に取り組みました。また、化学品事業は、産業需要が回復する中、高機能製品の重点育成

等に取り組みました。 

以上の結果、当第３四半期の売上高は、２,３４７億２千８百万円（前年同期比２.８％増）となりまし

た。利益は、売上高の増加および製造原価低減を中心としたコストダウンの実施等により、営業利益３７

億９千８百万円（同１９.８％増）、経常利益４７億４千３百万円（同１８.４％増）となりました。四半

期純利益は１４億５千５百万円となり、税金費用の戻しがあった前年同期に比べ４.８％減となりました。 

 

【連結業績の概況】                           （単位：百万円） 

 当第３四半期 売上比 前第３四半期 売上比 増減額 増減率 

売   上   高 234,728 228,397  6,331 2.8%

営 業 利 益 3,798 1.6% 3,171 1.4% 627 19.8%

経 常 利 益 4,743 2.0% 4,005 1.8% 737 18.4%

四 半 期 純 利 益 1,455 0.6% 1,528 0.7% △72 △4.8%

 

【事業別の業績】                             （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 

 当第３四半期 前第３四半期 増減額 増減率 当第３四半期 前第３四半期 増減額 増減率

ヘ ル ス ケ ア 事 業 94,725 96,906 △2,181 △2.3% 2,677 3,320 △642 △19.4%

ハウスホールド事業 116,979 113,464 3,515 3.1% 1,454 536 917 171.0%

化 学 品 事 業         18,623 15,981 2,642 16.5% △614 △790 176 ―

そ の 他 の 事 業         4,400 2,045 2,354 115.1% 239 △19 258 ―

消 去 又 は 全 社 ― ― ― ― 40 123 △82 △67.1%

合       計 234,728 228,397 6,331 2.8% 3,798 3,171 627 19.8%
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【所在地別の業績】                           （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 

 当第３四半期 前第３四半期 増減額 増減率 当第３四半期 前第３四半期 増減額 増減率 

日 本 197,885 195,110 2,774 1.4% 3,138 1,535 1,602 104.3%

ア ジ ア 36,843 33,286 3,556 10.7% 405 1,394 △988 △70.9%

消去又は全社 ― ― ― ― 254 241 12 5.3%

合 計 234,728 228,397 6,331 2.8% 3,798 3,171 627 19.8%

 

事業セグメント別の概況は、以下のとおりです。 

＜ヘルスケア事業＞ 

                                   （単位：百万円） 

 当第３四半期 売上比 前第３四半期 売上比 増減額 増減率

売 上 高     94,725 96,906 △2,181 △2.3%

営業利益 2,677 2.8% 3,320 3.4% △642 △19.4%

 

  ［事業分野別の売上高の状況］                  （単位：百万円） 

 当第３四半期 前第３四半期 増減額 増減率 

オーラルケア事業分野 40,400 37,888 2,512 6.6%

ビュ－ティケア事業分野 25,162 29,354 △4,192 △14.3%

薬 品 事 業 分 野 29,162 29,664 △502 △1.7%

 

（オーラルケア事業分野） 

 当事業分野では、歯磨の新ブランド「プラチアス」を発売するとともに、主力ブランド「デンターシ

ステマ」、「クリニカ」および「デントヘルス」の重点育成に努めました。 

 歯磨は、主力の「デンターシステマ」、高機能歯周病予防の「デントヘルス」および生薬の作用で歯

槽膿漏を防ぐ「ハイテクト」が好調に推移するとともに、高付加価値美白歯磨の新製品「プラチアス 

creamy
ク リ ー ミ ィ

 u p
アップ

 ペースト」がお客様のご好評を得て、全体の売上は堅調に推移しました。 

 歯刷子は、主力の「デンターシステマ」および「クリニカ」が順調に推移するとともに、新キャラク

ターを採用した「こどもハブラシ」が好調に推移し、全体の売上は前年同期を上回りました。 

口中剤は、「デンターシステマ Ｅ Ｘ
イーエックス

 デンタルリンス」が堅調に推移するとともに、乳白タイプの新

製品「デンターシステマ ハグキプラス デンタルリンス」がお客様のご好評を得て、全体では前年同期

の売上をかなり上回りました。 

歯科材料は、主力の「ＤＥＮＴ
デ ン ト

.Ｅ Ｘ
イーエックス

 歯間ブラシ」が好調に推移するとともに、歯周病ケアのための

音波式電動歯刷子の新製品「ＤＥＮＴ
デ ン ト

.Ｅ Ｘ
イーエックス

 systema
シ ス テ マ

 Vibrato
ビ ブ ラ ー ト

 Care
ケ ア

」がお客様のご好評を得て、全体の

売上は前年同期を大幅に上回りました。 

また、海外では、タイ、韓国および中国において「システマ」歯磨・歯刷子が好調に推移し、全体の

売上は前年同期を大幅に上回りました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、４０４億円（前年同期比６.６％増）となりました。 
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（ビューティケア事業分野） 

当事業分野では、「キレイキレイ」シリーズおよび品ぞろえを拡充した制汗剤「バン」の重点育成に

努めました。 

ハンドソープは、外出先でも水を使わず手軽に使える新製品「キレイキレイ泡で出る消毒液 携帯用」

を発売しましたが、新型インフルエンザ流行の沈静化に伴い、全体の売上は前年同期を下回りました。 

 制汗剤は、汗をふき取る「Ｂａｎ
バ ン

 リフレッシュシャワーシート」が好調に推移しましたが、主力の

パウダースプレーが競争激化の影響を受け、全体の売上は前年同期を下回りました。 

機能性食品等は、乳由来のラクトフェリンが腸まで届く「ナイスリムエッセンス ラクトフェリン」（通

信販売商品）が好調に推移し、全体の売上は前年同期を大幅に上回りました。 

 また、海外では、タイの「植物物語」ボディソープが好調に推移し、全体の売上は前年同期を大幅に

上回りました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、２５１億６千２百万円(前年同期比１４.３％減）となりました。 

 

（薬品事業分野） 

当事業分野では、一般用医薬品の市場規模が縮小する中、「スマイル」および「バルサン」の主力ブ

ランド等の育成に加え、「バファリン」ブランドで総合感冒薬を新発売しました。 

 解熱鎮痛薬は、「バファリンＡ」が競争激化の影響を受け伸びなやみましたが、「バファリンプラスＳ」

および「バファリン ルナ」が好調に推移し、全体の売上は前年同期比横ばいとなりました。 

また、発売から４７年の歴史を持つ「バファリン」ブランドから総合感冒薬「バファリンかぜ Ｅ Ｘ
イーエックス

」

を９月に新発売し、お客様のご好評を得ております。 

 アイケア剤は、目の疲れ・かすみに優れた効果を発揮する目薬の新製品「スマイル４０ Ｅ Ｘ
イーエックス

ゴール

ド」がお客様のご好評を得ましたが、「スマイルコンタクト」シリーズが競争激化の影響を受け、全体

の売上は前年同期比横ばいとなりました。 

 ビタミン含有保健薬は、栄養ドリンク剤「グロンサン」が堅調に推移しましたが、「新グロモント」

が競争激化の影響を受け伸びなやみ、全体の売上は前年同期を下回りました。 

 殺虫剤は、バルサンで効き目最強の「水ではじめる バルサン プロ Ｅ Ｘ
イーエックス

」を新発売し、お客様のご

好評を得ましたが、全体の売上は市場規模縮小の影響を受け前年同期を下回りました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、２９１億６千２百万円（前年同期比１.７％減）となりました。 

 

 

（主な新製品） 

プラチアス creamy
ク リ ー ミ ィ

 u p
アップ

 ペースト   ビトイーン 超コンパクト 

こどもハブラシ     スマイル４０ Ｅ Ｘ
イーエックス

ゴールド 

バファリンかぜ Ｅ Ｘ
イーエックス

                            水ではじめる バルサン プロＥ Ｘ
イーエックス
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＜ハウスホールド事業＞ 

                                    （単位：百万円） 

 当第３四半期 売上比 前第３四半期 売上比 増減額 増減率

売 上 高     116,979 113,464 3,515 3.1%

営業利益 1,454 1.2% 536 0.5% 917 171.0%

 

  ［事業分野別の売上高の状況］                  （単位：百万円） 

 当第３四半期 前第３四半期 増減額 増減率 

ファブリックケア事業分野 85,238 80,379 4,858 6.0%

リビングケア事業分野 31,741 33,084 △1,343 △4.1%

 

（ファブリックケア事業分野） 

当事業分野では、超コンパクト液体洗剤の新製品「トップ ＮＡＮＯＸ
ナ ノ ッ ク ス

」や風呂の残り湯洗濯で気に

なる菌やニオイまですっきり落とす液体酸素系漂白剤の新製品「ブライトＷ
ダブル

 除菌＆抗菌」を発売する

など、主力ブランドの重点育成に努めました。 

洗濯用洗剤は、市場規模の拡大が続く液体市場で、新製品「トップ ＮＡＮＯＸ
ナ ノ ッ ク ス

」がお客様のご好評

を得るとともに、「香りつづくトップ」が好調に推移しました。また、改良発売したおしゃれ着洗いの

「アクロン」が好調に推移し、全体の売上は前年同期をかなり上回りました。 

柔軟剤は、主力の「香りとデオドラントのソフラン」が堅調に推移しましたが、「ふんわりソフラン」

が競争激化の影響を受け、全体の売上は前年同期を下回りました。 

漂白剤は、新製品「ブライトＷ
ダブル

 除菌＆抗菌」がお客様のご好評を得て、全体の売上は前年同期をか

なり上回りました。 

 また、海外では、タイの洗濯用洗剤が好調に推移し、全体の売上は前年同期をかなり上回りました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、８５２億３千８百万円（前年同期比６.０％増）となりました。 

 

（リビングケア事業分野） 

当事業分野では、台所用洗剤「チャーミー」、住居用洗剤「ルック」および調理関連品「リード」の

重点育成に努めました。 

台所用洗剤は、「CHARMY
チ ャ ー ミ ー

 泡のチカラ」が堅調に推移するとともに、食器洗い機専用洗剤「CHARMY
チ ャ ー ミ ー

 ク

リスタ」が好調に推移しましたが、「チャーミーＶクイック」が競争激化の影響を受け、全体の売上は

前年同期比横ばいとなりました。 

住居用洗剤は、「トイレのルック」が好調に推移しましたが、「ルック 濃効パイプマン」および改良

発売した「おふろのルック」が競争激化の影響を受け、全体の売上は前年同期を下回りました。 

調理関連品は、「リード ヘルシークッキング ペーパー」が市場規模縮小の影響を受け、全体の売上

は前年同期を下回りました。 

 また、海外では韓国の台所用洗剤が伸びなやみ、全体の売上は前年同期比横ばいとなりました。 

以上の結果、当事業分野の売上高は、３１７億４千１百万円（前年同期比４.１％減）となりました。 

 

（主な新製品） 

トップ ＮＡＮＯＸ
ナ ノ ッ ク ス

    ブライトＷ
ダブル

 除菌＆抗菌 

アクロン                    おふろのルック 
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＜化学品事業＞ 

                                    （単位：百万円） 

 当第３四半期 売上比 前第３四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高     18,623 15,981 2,642 16.5%

営業利益 △614 ― △790 ― 176 ―

 

当事業の売上高は、１８６億２千３百万円（前年同期比１６.５％増）、営業損益は、６億１千４百万

円の営業損失（前年同期は７億９千万円の営業損失）となりました。 

当事業は、産業需要が回復する中、高機能製品の重点育成およびコストダウンに取り組み、収益力の

向上を図りました。 

油脂活性剤は、海外向け脂肪酸メチルエステルが円高の影響を受け伸びなやみましたが、国内向け洗

剤・化粧品や合成樹脂・土木建築用途の界面活性剤が好調に推移し、全体の売上は前年同期をかなり上

回りました。 

導電性カーボンは、国内および海外向け電池・電子部品用途が好調に推移し、全体の売上は前年同期

を大幅に上回りました。 

 

 

＜その他の事業＞ 

                                    （単位：百万円） 

 当第３四半期 売上比 前第３四半期 売上比 増減額 増減率 

売 上 高     4,400 2,045 2,354 115.1%

営業利益 239 5.4% △19 － 258 －

 

当事業の売上高は、建設請負事業が好調に推移し、４４億円（前年同期比１１５.１％増）となりま

した。営業損益は、２億３千９百万円の営業利益（前年同期は１千９百万円の営業損失）となりました。 
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 

①当四半期における資産、負債および純資産の状況 

  （連結財政状態） 

 当第３四半期 

連結会計期間末 
前連結会計年度末 増減 

総資産（百万円） 239,635 256,220 △16,585

純資産（百万円） 100,767 103,624 △2,857

自己資本比率※1（％） 40.8 39.2 1.6

１株当たり純資産※2（円） 363.46 371.50 △8.04

   ※1： 自己資本比率は、（純資産－新株予約権－少数株主持分）／総資産で計算しております。 

   ※2： 1 株当たり純資産は、新株予約権および少数株主持分を含まずに計算しております。 

 

 総資産は、受取手形及び売掛金の減少等により、前連結会計年度末と比較して１６５億８千５百万円

減少し、２,３９６億３千５百万円となりました。純資産は、２８億５千７百万円減少し、１,００７億

６千７百万円となり、自己資本比率は４０.８％となりました。 

 

②当四半期におけるキャッシュ・フローの状況 

  （連結キャッシュ・フロー）                      （単位：百万円） 

 当第３四半期 前第３四半期 増減 

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,864 6,852 1,011

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,457 △12,083 7,626

財務活動によるキャッシュ・フロー △6,401 △5,637 △764

換算差額 △72 △28 △43

増減額 △3,064 △10,896 7,832

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,748 22,201 7,546

 

 営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少等により、７８億６千４百万円の資金の増加

となりました。 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有形固定資産の取得による支出等により、４４億５千７百万

円の資金の減少となりました。 

 財務活動によるキャッシュ・フローは、借入金の返済や配当金の支払による支出等により、６４億１

百万円の資金の減少となりました。 

 以上の結果、当第３四半期の現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ３０億６千

４百万円減少し、２９７億４千８百万円となりました。また、前第３四半期末に比べて７５億４千６百

万円増加しました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 

通期の連結業績予想（平成 22 年２月 10 日発表）は変更しておりません。 

 

わが国経済は、消費者物価の下落や円高による輸出の伸びなやみなどの影響もあり、先行き不透明な

状況が続くものと予想されます。当社グループが主に事業を展開する日用消費財業界においては、競争

激化が続くものと認識しております。 

このような状況下、当社グループは、重点ブランドの育成および成長分野への新製品導入等、引き続

き成長基盤の強化に向けた施策を進めて企業価値の向上に取り組んでまいります。 

ヘルスケア事業は、本格参入した総合感冒薬や主力ブランドの育成に取り組んでまいりますが、新型

インフルエンザ沈静化等の影響により、前期を下回る売上を予想しております。 

ハウスホールド事業は、国内および海外で好調に推移している洗濯用洗剤の育成に加え、成長分野に

おける高付加価値新製品を引き続き発売し、前期を上回る売上を予想しております。 

化学品事業は、産業需要の回復に伴い、前期を上回る売上を予想しております。 

その他の事業は、建設請負事業が好調に推移し、前期を上回る売上を予想しております。 

 

（当期業績予想値算出の前提条件） 

主要な為替レートは、８９円／米ドル、２.７円／タイバーツとしています。 
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２．その他の情報 

 （１）重要な子会社の異動の概要 

    該当事項はありません。 

 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 ① 簡便な会計処理 

１）たな卸資産の評価方法  

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結

会計期間末の実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定しております。 

 

２）法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

  法人税等の納税金額の算定に関しては、加味する加減算項目や税金控除項目を重要なものに限

定する方法によっております。 

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一

時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将

来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

 

② 特有の会計処理 

該当事項はありません。 

 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 ①「工事契約に関する会計基準」等の適用 

    請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、第

１四半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成 19 年 12

月 27 日 企業会計基準第 15 号）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委

員会 平成 19 年 12 月 27 日 企業会計基準適用指針第 18 号）を適用し、第１四半期連結会計期

間以降に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確

実性が認められる工事契約については工事進行基準を適用し、その他の工事契約については工事

完成基準を適用しております。工事進行基準を適用する工事の当期末における進捗度の見積りは、

原価比例法によっております。 

    なお、これに伴う当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。 

 

 ②「企業結合に関する会計基準」等の適用 

当第３四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成

20 年 12 月 26 日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第 22 号 平成 20 年 12 月 26

日）、「『研究開発費等に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 23 号 平成 20 年 12 月 26

日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成 20 年 12 月 26 日）、「持分法に

関する会計基準」（企業会計基準第 16 号 平成 20 年 12 月 26 日公表分）、「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10 号 平成 20 年 12 月 26 日）

を適用しております。 
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３. 連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,256 31,387

受取手形及び売掛金 43,309 52,440

有価証券 12,710 1,667

商品及び製品 18,526 17,076

仕掛品 3,107 2,234

原材料及び貯蔵品 6,301 5,856

その他 5,380 5,714

貸倒引当金 △71 △122

流動資産合計 106,522 116,254

固定資産   

有形固定資産 61,086 62,846

無形固定資産   

商標権 23,865 26,803

その他 1,597 1,555

無形固定資産合計 25,463 28,359

投資その他の資産   

投資その他の資産 46,603 48,811

貸倒引当金 △39 △52

投資その他の資産合計 46,563 48,758

固定資産合計 133,113 139,965

資産合計 239,635 256,220

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 33,300 39,825

短期借入金 7,582 6,151

1年内返済予定の長期借入金 6,166 6,050

未払金及び未払費用 30,820 35,330

未払法人税等 1,076 1,258

賞与引当金 2,476 1,829

返品調整引当金 720 764

販売促進引当金 493 285

役員賞与引当金 110 209

その他 1,593 2,201

流動負債合計 84,339 93,907

固定負債   

長期借入金 29,408 33,000

退職給付引当金 19,756 20,204

役員退職慰労引当金 298 290

その他 5,065 5,193

固定負債合計 54,528 58,688

負債合計 138,867 152,595
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 34,433 34,433

資本剰余金 31,499 31,499

利益剰余金 50,843 52,099

自己株式 △16,531 △15,851

株主資本合計 100,245 102,181

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 183 747

繰延ヘッジ損益 △18 1

為替換算調整勘定 △2,716 △2,514

評価・換算差額等合計 △2,551 △1,765

新株予約権 157 138

少数株主持分 2,916 3,070

純資産合計 100,767 103,624

負債純資産合計 239,635 256,220
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 228,397 234,728

売上原価 98,640 100,554

売上総利益 129,757 134,174

販売費及び一般管理費 126,586 130,375

営業利益 3,171 3,798

営業外収益   

受取利息及び配当金 253 －

受取利息 － 61

受取配当金 － 265

持分法による投資利益 874 884

受取ロイヤリティー 151 176

為替差益 23 －

その他 435 445

営業外収益合計 1,737 1,833

営業外費用   

支払利息 791 690

為替差損 － 22

その他 112 175

営業外費用合計 903 888

経常利益 4,005 4,743

特別利益   

貸倒引当金戻入額 48 61

投資有価証券売却益 12 263

特別利益合計 60 324

特別損失   

固定資産処分損 140 468

減損損失 662 173

投資有価証券評価損 152 285

その他 33 －

特別損失合計 989 927

税金等調整前四半期純利益 3,076 4,140

法人税、住民税及び事業税 1,228 1,657

法人税等調整額 △165 653

法人税等合計 1,063 2,310

少数株主利益 485 374

四半期純利益 1,528 1,455
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,076 4,140

減価償却費 9,203 9,128

減損損失 662 173

退職給付引当金の増減額（△は減少） △102 1,189

受取利息及び受取配当金 △253 △327

支払利息 791 690

固定資産処分損益（△は益） 140 468

投資有価証券売却損益（△は益） △12 △263

投資有価証券評価損益（△は益） 152 285

持分法による投資損益（△は益） △874 △884

売上債権の増減額（△は増加） 16,193 8,928

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,270 △2,868

仕入債務の増減額（△は減少） △16,393 △6,464

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △5,321 △4,447

その他の流動負債の増減額（△は減少） △588 △495

その他の流動資産の増減額（△は増加） 295 △79

その他 2,774 358

小計 8,474 9,532

利息及び配当金の受取額 857 733

利息の支払額 △953 △783

法人税等の支払額 △1,525 △1,618

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,852 7,864

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △6,878 △4,142

有形固定資産の売却による収入 70 18

無形固定資産の取得による支出 △34 △196

投資有価証券の取得による支出 △5,284 △747

投資有価証券の売却による収入 34 655

子会社株式の取得による支出 △3 △130

貸付けによる支出 △23 △2

貸付金の回収による収入 53 106

その他 △18 △19

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,083 △4,457
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 4,777 8,870

短期借入金の返済による支出 △5,082 △7,990

長期借入れによる収入 － 700

長期借入金の返済による支出 △2,300 △4,175

自己株式の取得による支出 △30 △718

自己株式の処分による収入 36 1

配当金の支払額 △2,698 △2,711

少数株主への配当金の支払額 △148 △181

その他 △190 △196

財務活動によるキャッシュ・フロー △5,637 △6,401

現金及び現金同等物に係る換算差額 △28 △72

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △10,896 △3,066

現金及び現金同等物の期首残高 33,098 32,812

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 2

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,201 29,748
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（４）継続企業の前提に関する注記 

   該当事項はありません。 

 

（５）セグメント情報 

  〔事業の種類別セグメント情報〕 

(単位：百万円) 

前第３四半期連結累計期間 

(平成21年1月1日～平成21年9月30日) 

 

ヘルスケア 

事業 

ハウスホールド

事業 

化 学 品

事  業

その他の

事  業
計 

消  去 

又は全社 
連結 

１. 売上高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上 

    高又は振替高 

 

    96,906 

          

         8 

  113,464

        

       80

   15,981

     

    5,763

    2,045

 

    5,659

 

228,397 

 

   11,511 

        － 

 

   (11,511)

228,397

 

        －

計     96,915   113,544    21,744     7,705   239,909    (11,511)    228,397

営業利益又は営業損失(△) 3,320       536     △790      △19     3,047    123      3,171

  

(単位：百万円) 

当第３四半期連結累計期間 

(平成22年1月1日～平成22年9月30日) 

 

ヘルスケア 

事業 

ハウスホールド

事業 

化 学 品

事  業

その他の

事  業
計 

消  去 

又は全社 
連結 

１. 売上高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上 

    高又は振替高 

 

    94,725 

          

        13 

  116,979

        

      144

   18,623

     

    6,959

    4,400

 

    3,391

 

234,728 

 

   10,509 

        － 

 

   (10,509)

 234,728

 

        －

計     94,738   117,124    25,582     7,792   245,238    (10,509)    234,728

営業利益又は営業損失(△) 2,677     1,454     △614       239     3,757     40      3,798

 
(注)事業区分の方法及び各区分に属する主要な製品の名称 

事業区分は、製品及び販売市場等の類似性等を考慮のうえ、行っております。 

ヘルスケア事業  ：歯磨、歯刷子、ハンドソープ、解熱鎮痛薬、点眼剤、栄養ドリンク剤、殺虫剤 

ハウスホールド事業：洗濯用洗剤、台所用洗剤、柔軟剤、住居用洗剤、漂白剤 

化 学 品 事業         ：油脂活性剤、導電性カーボン 

その他の事業   ：建設請負、不動産管理、輸送保管 
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〔所在地別セグメント情報〕 

                                                        （単位：百万円） 

前第３四半期連結累計期間 

(平成21年1月1日～平成21年9月30日) 

 

日 本 アジア 計 
消  去 

又は全社 
連  結 

１. 売上高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上 

    高又は振替高 

   195,110 

          

       654 

    33,286 

        

       808 

   228,397

 

     1,462

 

 － 

 

     (1,462) 

228,397

 

         －

計    195,765     34,095    229,860      (1,462) 228,397

営業利益      1,535    1,394 2,929         241       3,171

 
                                                           （単位：百万円） 

当第３四半期連結累計期間 

(平成22年1月1日～平成22年9月30日) 

 

日 本 アジア 計 
消  去 

又は全社 
連  結 

１. 売上高 

(1) 外部顧客に対する売上高 

(2) セグメント間の内部売上 

    高又は振替高 

   197,885 

 

       558 

     36,843

 

       982 

   234,728

 

     1,540

 

 － 

 

     (1,540) 

234,728

 

         －

計    198,443     37,825    236,269      (1,540) 234,728

営業利益      3,138      405 3,543         254       3,798

 
(注)1.国又は地域の区分の方法 

地理的近接度により区分しております。 

         2.日本以外の区分に属する主な国又は地域 

        アジア･･･中国、韓国、タイ 
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〔海外売上高〕 
 
     前第３四半期連結累計期間 (平成 21 年 1月 1日～平成 21 年 9月 30 日) 
    
 
 

 
 
 
 
 
 

当第３四半期連結累計期間 (平成 22 年 1 月 1日～平成 22 年 9月 30 日) 
 

(注)1.国又は地域の区分の方法 
地理的近接度により区分しております。 

         2.各区分に属する主な国又は地域 

        アジア   ：中国、韓国、タイ 
             その他の地域：欧州、北米、その他 

 3.海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

   該当事項はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 アジア その他の地域 計 

１．海外売上高（百万円） 34,240 920 35,161

２．連結売上高（百万円） － － 228,397

３．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 15.0 0.4 15.4

 アジア その他の地域 計 

１．海外売上高（百万円） 37,879 796 38,675

２．連結売上高（百万円） － － 234,728

３．連結売上高に占める海外売上高の割合（％） 16.1 0.3 16.5

ライオン㈱（4912）平成22年12月期　第3四半期決算短信

－17－




